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これまでの研究の成果、アピールすべき点 
 現存する大部分の主要な無脊椎動物の分類群は、脊椎動物とは異なる系統から進化していま

す。従って、無脊椎動物群の内分泌系は、脊椎動物とは共通点が少なく、化学物質に対する特

有な感受性を有していると考えられます。しかしながら、化学物質による水圏生物への毒性影

響に関する研究の多くは、主に水域生態系の高次に位置する脊椎動物を対象としたものであり、

より低次に位置する無脊椎動物については知見が少ないのが現状です。 
 これまで、世界の沿岸域に広く分布し、被捕食生物また水産食糧資源として海洋生態系にお

ける非常に重要な位置を占めている海産甲殻類アミ（Mysid crustacean）をモデル生物として、

水圏無脊椎動物に対する化学物質の影響評価手法の確立を行ってきました。また、不明な点が

多い甲殻類の内分泌調節機構について基礎的知見の集積を行うと共に、これら生体分子に対す

る化学物質の影響評価について研究を遂行してきました。これまでの成果として、アミは化学

物質に対する毒性学的感受性が高いことを明らかにし、また化学物質により脱皮を制御するエ

クジステロイドの分泌量減少やその標的遺伝子の発現変化が起こり、脱皮周期の遅延が惹起さ

れることを明らかにしました。 
 現在、水圏無脊椎動物に対する化学物質の潜在的な影響を評価するため、外因性の化学物質

によってその生物学的恒常性の機能異常が容易に誘起されると考えられる ecdysone receptor

（EcR）を介した生体反応に着目し、EcR を起点とした情報伝達機構に対する化学物質の影響に

ついて解析を進めています。 
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